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植物園での植物生態学は

中央植物園のボランティアに参加しませんか
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雲南温室のオープン
中国･雲南省の植物を集めた｢雲南温室｣が完

成し､平成12年2月18日から公開されていますo

中国の西南部にある雲南省は九州よりも南に位
置し､約38万knfを占め､富山県の約90倍の面積が

あります｡西双版納(シーサンバンナ)に代表さ

れる熱帯から､梅里雪山(標高6,740m)のような

寒冷な高山までさまざまな環境に恵まれており､

植物の種類は約15.000種に達するため､ ~植物の

宝庫"といわれていますo

富山県中央植物園では､中国科学院昆明植物研　　雲南温室

究所の協力によって､平成5年から662種の雲南

省の植物の導入を進めてきました｡

雲南温室の概要
書南省から導入した植物のうち､屋外で栽培で

きる植物のいくつかは屋外展示園に､シヤクナゲ

類などは高山植物室に植栽し､展示しています.
ところが､雲南の暖かい地域に育つ植物について

は､これまでご覧いただくことができませんでし

た｡そこで雲南温室を整備し､雲南の特徴的な植

物を紹介することとしました｡
雲南温室は､温暖な気候を必要とするトウツバ

キなどを植栽した温室(面積▲222nf)と､熱

帯･亜熱帯の植物を植栽した温室(面積. 313m2)

の2つの温室からできています｡

トウツハキ
雲南省はツバキ属植物の分布の中心といわれて

いますo　そのなかでもトウツバキCamellLa

TetJCuJataは､古く膚の時代(9世紀)から観賞

用として栽培されてきました｡トウツバキの園芸

品種は花の形により､大きく8つに分かれますが､
ここではボタン型､バラ型､半曲弁型､味勉型､

放射型などの品種を展示しています｡トウツバキ
は雲南省の省都昆明市の花に指定され親しまれて
おり､現在でも多くの園芸品種が作出されていま
すo

トウツバキを展示した温室

石拝の石のコ-ナ-へ 

巨亘車重司 LTt-.1 

8本にも共 逢する仲旧 があるd輸 �ｨﾝ�.&�薰�ﾇﾈﾇﾈv�*�� 

+ 出口 矧 ����5ｨ985�98,ﾉ(xｭB�｣ｨﾇﾂ�

ヨウチクトウ 仲【8 

Lji チジクの仲Ⅶ 

- �� ����6x4X687�� 

9 
■■■l �6x4X64虜4ﾂ�

㊨ ㊤ ㊨ 亊"�罠Vh������

] 一一一■ 

ニ;:-〟/入口

雲南温室平面図

-　2-

トr)lソハキ`楚雄大理茶'　　トウツバキ`柴野'



雲南の熱帯･亜熱帯の植物
雲南省南部は熱帯モンスーン気候に属し､乾期

と雨期の2つの季節があります｡雲南省にはこれ

らの環境に適応した多様な熱帯･亜熱帯の植物が
分布しています｡

この温室には､主に雲南省南部の西双版納(シ
ーサンハンナ)から導入したイチジクの仲間､マ

メの仲間､ショウガの仲間などの植物のほか､果

実や種子に特徴がある植物､日本に分布する植物
と近縁な植物が植栽されていますo　また､香りの

植物のコーナーには､花や乗などに独特の香りを
持つ､シキミの仲間､クスノキの仲間､モクレン

の仲間などの植物を中心に植栽しています｡
熱帯･亜熱帯の植物を展示した温室

イチジク属の-種　大黒椙F/cusaunculata　　　　　　　　フウチョウポク属の-種　野香梼花　Cappansbodlnlerl

キバナノアマ　迎春柳

F7elnWardtI'a lnd/ca

ソケイ属の一種　多花素馨

Jasmlnum POlyanthum

屋外展示囲｢雲南の植物｣エリア
屋外展示閲の雲南温室周辺から｢石林

の石｣にかけての一帯には､シナユリノ

キ､チョウキンレン､ユチヤ､ヒオウギ､

シナワスレナグサなど､屋外で栽培可能

な雲南省の植物が植栽されています｡雲
南温室とあわせてご覧下さい｡

シキミ属の一種　野八角

///lClum SlmOnSII

レイケステI)ア属の一種　風吹宥　シナワスレナクサ　倒提壷

Leycestena formosa Cynoglossum amabIIe
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活動報告

干支にちなんだ植物展

平成11年12月10日から平成12年1月12日まで､

サンライトホールで｢干支にちなんだ植物展｣が

開かれました｡会場には､中国で｢龍頭花｣と呼

ばれるキンギョソウ､果実を龍のEl玉に見立てた

リュウガン､菜を龍の舌に見立てたリュウゼツラ

ンのほか､ウンリュウヤナギ､リュウピンタイな

ど､平成12年の干支｢辰(龍)｣にちなんだ植物

の実物や写真約30点が展示され､来場者はそれぞ

れの植物を眺めながら､龍の姿をイメージしてい

ました｡

雲南温室完成記念式

平成12年2月18日(金)に､大永尚武副知事､

黒川避中央植物園長､中村久一富山県中国雲南省

友好協会会長ら関係者約60人が出席して､ ｢雲南

温室完成記念式｣が行われましたoサンライトホ
ールで行われた式典に続いて､雲南温室の前では

テープカットとくす玉割りが､温室ではカンレン

ポク(喜樹)の記念植樹が行われ､新しい温室の

完成を祝いました｡天気はあいにくの雪でしたが､

トウツバキが咲き始めた温室の中は､ひと足早く

轡

テープカット

第5回私の植物画展

平成12年1月14日から2月2日まで､サンライ　ー

トホールで開催されました｡今回は､植物画講習

会受講者や友の会植物画部会会員のほか､県内外

の50人から63点の作品が出品されました｡描かれ

た植物はヨモギ､タチッボスミレ､ガガイモ､ナ

ルコユリなどの野生植物から､クジャクサボテン､

クレマチス､ツバキなどの園芸植物､ラ･フラン

スやパッションフルーツなどの果物までさまざま

で､花の解剖図を添えたものや､果実の断面を措

いた作品もありました｡

春が訪れたようでした｡

サンライトホールでは､ 2月18日から3月8日

まで雲南温室完成記念展｢中国雲南省の植物と文

化｣が開催され､雲南省の民芸品やたばこ､お茶､

生薬などのほか､重商省の植物の写真約100点が

展示されました｡また､ 2月27日には園芸史研究

家の寺田孝重さんをお招きして､講演会｢雲南省

のカメリア属植物一特にチヤ節を中心に-｣が研ー

修室で開かれ､スライドを使いながら雲南省のツ
バキやチヤの仲間を紹介していただきましたo



'■私の研究

渓流沿いに生きる植物たち

渓流沿い植物rheophyteをご存じでしょう

か?

マングローブと言えば､河口付近の淡水と海水

の混じりあう汽水域に適応した植物のことで､高

山植物と言えば､森林限界より上の高山帯に主な

生活の場所を持つ植物というように､渓流沿い植

物とは､河川の渓流部の降雨によって水位が増減

する地帯(渓流帯)に適応して進化した植物のこ
)　とですo渓流沿い植物は､雨が降り水量が増すと

水流に飲み込まれ､雨が降らない時には､岩場が

多くしかも樹木に覆われていないため非常に乾燥

するという苛酷な環境に生きていますoそのため､

渓流沿い植物は､葉を流線形にしたりして､簡単

には水流に流されないようにし､また気孔数を減

らすなどして乾燥にも耐えられるように進化を遂

げ､他の植物が生活できない渓流沿いという厳し
い環境で生きぬいています｡

渓流沿い植物はサツキ､ヤシヤゼンマイ､ネコ

ヤナギ､センボンギクなど様々な分類群に見られ

ます｡日本は年間の降水量が比較的多く､河川の

水の流れが速いため多種の渓流沿い植物が分布す

ると考えられるものの､実際には日本に何種ある

のかさえ判っていないのが現状です｡また､最近

では､ツリガネニンジンの仲間にも新たに渓流沿

い植物と推iArJされるものが見つかっていますo　こ

の植物は明らかに菜が線形になり､全体にしなや

温室だより

インカルヴイレア･デラバイ
Inca7.1111pEl df血Iayl Bur et Franch

インカルヴイレア属ZncaTⅥ1Jea　はノウゼン

カズラ科の多年草で､中央アジアからヒマラ

ヤ､中国に分布しています｡インカルヴイレ

ア･デラバイはその中の代表的な種で､中国

雲南省西北部の標高2400～3500mの高庇に生育

技師　志内利明

かで､今のところ限られた地域の渓流沿いにしか

見られません｡調査が行き届いていないため､こ

のように新たな渓流沿い植物が見つかる可能性も

あります｡その一方で､護岸工事や河川環境の汚

染のため渓流沿いに生きる植物が減ってきている
ことも事実です｡渓流沿い植物は日本にいったい

何種分布するのかという基礎的な情報の収集の他

に､渓流沿い植物の保全､また渓流環境への形態

的､生理的な適応という植物の進化に関わる問題

も解明したいと考えています｡

しており､またよく栽培されています｡葉は　　4月下旬に花をつけます｡

根生し､羽状複葉で長さ30cm程になります｡

花茎は高さ60cmになり､直径7cm程の大きな

紅色の花を総状につけます｡高山植物室では

高山植物室の他の植物たちも4月から6月

にかけて次々と花を咲かせます｡最も花の多

いこの時期にどうぞご来園下さいo
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植物学解説シリーズ

植物生態学( 8 )

植物園での植物生態学は

これまで具体例をあげながら植物生態学につい

て述べてまいりました｡今回はシリーズの最終回

ということで､富山県中央植物園の展示において

生態学がどのように反映されているかを紹介し

て､締めくくりたいと思います｡

中央植物園の屋外展示園日本の植物ゾーンは､

基本的に日本の森林植生帯に合わせた区画にわけ

て植栽されていますが､単にその植生帯に出現す

る種を無秩序に並べているのではありませんo各

植生帝の極相種が優占するまでには遷移が進行

し､同じ植生帯の中でも遷移初期に見られる種類

は､園路に近い日当たりの良い所でないと消えて

しまいますo　また､自然界では同じ植生帯の中で

も地形や土壌の違いによって構成種が異なるの

で､園内の平坦地に起伏をつけることや粘土質の

土壌だけでなく､排水の良好な土壌条件も整えな

ければ､ある条件に適した種類しか生育できませ

んo　このような環境条件と植物の種類構成を事前

に知るためには､生態学的な手法(特に植物社会

学的手法など)による現地での調査が有効です｡

園内の日本の植物ゾーンではその調査結果を応用

した種類の配置になっていますoただし､理論的

には解っていても､非常に難しい植栽区画もあり

ます｡湿地の植物や渓谷植物のエリアなど､植物

の生育に水が大きく関わるところですo　自然では

水の流れ方に変化があることによって､生育可能

な植物の種類も異なっています｡例えば､洪水の

頻度によって､耐性のある種類がまとまって生育

します｡園内において洪水はほとんど起こらない

ので､そのような種類を構えても成長の速い他の

種類が優占し､やがて消失してしまいます｡この

ような種類を維持するには､人工的に生育場所を

主任研究員　山下寿之

撹乱し､目的とする種類以外を駆逐する必要があ

ります｡具体的には2年前からヨシャガマを根か

ら除去し､流れを停滞させないように管理してい

ます(写真)｡その結果､湿地の植物エリアにお

いて個体数が減少していたミズアオイが増加しま

した｡

植物園において､植物生態学的な知識を深めて

もらうためには､来園者の方々に生態学的情報を

的確に提供することが重要です｡多くの来園者は

花や果実に注目しますが､開花や結実などの過程

で植物は様々な変化の過程を示してくれますか

ら､これを詳しく観察することは植物の生活のし

くみや分布を理解するうえで､重要であると思わ

れます｡植物園ではこのような一連の植物の変化

を観察できるような展示方法､あるいは解説など

も考えていく必要があると思います｡

山下主任研究員による植物生態学の解説は今回

で終丁です｡なお､植物社会学的手法による植

生調査の進め方については､ 6月17日～18日に奥

田垂俊氏を講師にお迎えして植物学講座｢植生

調査の進め方｣が閑かれます(裏表紙にある

｢イベント案内｣の欄を御覧ください)0
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中央機軸鴨のボランティアに参加しませんか
園長　黒川　遭

中央植物園のボランティア養成は平成10年度か

ら始まり､平成11年4月には､ 5名の方が認定を

受けられ､活動が始まりました｡最初は人数も少

なく､ボランティア活動も軌道に乗らない状況で

したから､平成11年度は､ 4月から10月まで植物

園で毎月一回実施している｢植物園オリエンテー

リング｣を手伝っていただきましたo平成11年12

月には第二回目として7名の方が認定を受けら

れ､現在12名の方がボランティアとして活動して

おられますo　これらの方々の中には､植物園内の

植物の展菓･開花.結実の調査をしてくださる方
＼一　が2名､植物園の図書室で図書の整理をしてくだ

さる方が1名､近いうちに植物乾燥標本の整理の

手伝いを始めようという方や､ ｢日曜植物案内｣

を担当したいという方もあり､活動内容の広がり

が見られるようになってきました｡

｢日本一の花と緑の県｣を目指す､富山県のシ

ンボルとして整備された｢中央植物園｣は皆さん

の力で盛り立てていきたいものです｡そのために

も､植物園ボランティアは大切です｡皆さんが本

来お持ちになっている興味と能力を､植物園活動
のなかで､有意義に生かしながら､中央植物園を

支えてはしいものですo

中央植物園のボランティアの資格を取得するた

めの講座には､いつでも参加できます｡希望され

る方は､次の要領に従って､ご参加ください｡

4月から5月にかけては､チューリップ､

アリウム(ネギ属)などの球根植物の多くの

種類が開花します｡チューリップの野生種は

園芸品種よりも花や葉が小型ですo　なかには

トウルケスタ二カ(full-pa tuTkestanLCa)のよ

うに､花が枝咲きになる種類もありますo　ア

リウムでは大きな球状に花が集まったギガン

テウム(AIJ'um glgaL7teum)が有名ですが､

打ち上げ花火のようなクリストフィー(A.

cn'stophlL')など花の形や色が多様ですo

ボランティア募集要項

J活動内容

教育ボランティア▲植物園で行う教育普及活

動や常設展示の解説等

調査･研究ボランティア:植物園が実施する

調査･研究活動の補助
tJl琵桔

植物に関心を持ち､植物園の種々の活動に協

力でき､次の要件を満たす方
･富山県中央植物園友の会に入会されている方

･健康上支障のない方

･原則として20歳以上の方

0養成講座

富山県中央植物園および富山県中央植物園友

の会が実施する講座､講演会等の中から､指定

された講座を10回以上受講していただきます｡

受講を終了された方には､ボランティアについ

ての一般的な話を聞いていただいたあと､ ｢ボ

ランティア認定書｣を交付します｡

指定講座は｢富山県中央植物園の催しご案内｣

および｢富山県中央植物園友の会行事予定表｣

に★を付けてあります｡また､ 10回の講座を修

了するために､何年かかってもかまいません｡

0申し込み方法

お名前(フリガナ)､性別､生年月日､年齢､

住所､電話番号(自宅)､職業(勤務先､電話)

をハガキにご記入のうえ､中央植物園あてに､

お申し込み下さい｡折り返し｢ボランティア養

成受講カード｣をお送りします｡

チューリップ(トウルケスタ二カ)チューリップ(サクサテリス)
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お　知　ら　せ

~~-　イベント案内

サンライトホール展示(時間.9:00-17:00)
ミニ展示｢サクラとモモ｣
4月7日(金) ～4月26日(吹)

ミニ展示｢雪南省の植物｣
4月28日(金) ～5月10日(水)

特BFJ展示｢野生ラン展｣
5月12日(金) -5月14日(日)

ミニ展示｢クレマチス｣
5月19日(金) ～6月7日(水)

企岳展示｢植物写真展｣
6月16日(金) ～6月28日(衣)

杭棄会･植物教皇
戒名枕貫

日　時:4月15日(土) ～16日(日)

18:00-21 :00

場　所:屋外展示国　花のプロムナード

】析座･済習会など
第14回植物西井習会(県民カレッジ連携講座)

日　時: 4月22日(土) ～23日(日)

10:00-16-00

場　所:管理研修棟2障　研修室
講　師:豊田路子一　同EEl宗男

(植物画家･フェアlトリンク●の会)

定　員:50名　◆要申込
講演会｢Eg芸ランの最近の伴内｣ ★
日　時: 5月14日(日) 13:00-16:00

場　所:管理研修棟2階　研修室
講　師:合田弘之

(日本≠協会､全日木蘭協会辛査鼻)
和紙を作ってみよう

日　時: 5月26日(金) ～28日(日)

10:00-16:00

場　所:サンライトホール

講　師:兼　秀幸､上口恵子
(平村和紙工芸研究館)

植物写真の撮影法
｢やさしい花の掘り方教室｣
El　時: 5月28日(日) 13:00-16:00

場　所:管理研修棟2階　研修室
講　師:前偶　勇(音山県写真家協会参与)
定　員:50名　◆要申込

格物学講座
｢席生調査の進め方｣ ★

日　時: 6月17日(土) -18日(日)

10:0〇･一16:00

場　所:管理研イ針葉21瞥　実習室
講　師:奥田重俊(横浜国立大学環境科学センター教授)

定　員　24名　◆要申込
草笛を染しもう

日　時■　6月24日(土) ～25日(日)午前と午後

場　所■屋外展示園
講　師■加茂光庚(人と植物ふれあいコーディネーター)

月例行事
日曜植物案内
日　時:4月2日(日)､ 5月7日(日)､

6月4日(日)､ 7月2日(日)

11 loo-12:00

縫物Egオリエンテーリング
日　時:4月16日(日)､ 5月21日(日)､

6月18日(日)  10:30-ll :30

★1Irlの守J■jHilE.火脚褐1illボランティア益成uFl

f'ltです_

◆LRITl込　と大..己された1JJTTLは引キilハカキに

よる■れ11了11申込がE､■左です(FJru搬Hの　一1JFhJj

から･三イ｣　先,mrli'i)

一一一一一休園日のご案内(4月-6月).

4月.6日(木)､ 13日(木)､20日(木)､

27日(木)

5月:11日(木)､ 18日(木)､25日(木)

6月' 1日(木)､ 8日(木)ー15日(木)､

22日(木)､ 29日(木)

富山県中央植物幽友の会
平成12年度会員の募集について

宮山県中央植物園友の会は､中央植物園を中心に
植物の観察や学習を行い､植物についての知識を深
めるとともに､植物園の各種の活動に協力すること
を目的とした会ですo平成12年度からは､会員(-
般会員)の方は無料で中央植物園に入EElしていただ
けることになりました.ほかにも､友の会主催の行
事への参加､会報の配布(年4回)､ボランティア
暮成講座の受講などの特典があります.会* (一般
会員)は年客EI3,000円ですo入会ご希望の方は､お
近くの郵便局で､郵便振替にて下記の口座に会Jtを
払い込みください｡

口座番号: 00790-2-11221

加入著名:宮山県中央植物園友の会
また､友の会の活動を財政的に支援していただく柴
助会員の募集も行っていますo盲羊しくはー友の会事
務局(宮山県中央植物園内　担当:高橋)までお問
い合せくださいC
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